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重回帰分析 （Multiple Regression Analysis） 

nnn
xbxbxbxbay n 

 12211 1…

複雑な式がでてきたなと思われるかもしれないが、 

ｘ１、ｘ２、ｘ３、…、ｘｎ－１、ｘnといった複数の独立変数が、 

従属変数ｙの値を決定するという関係を表したもの 

ｘ１が１単位変化すればｙがｂ１変化すること、 

ｘ２が１単位変化すればｙはｂ２変化すること、 

                        ： 

ｘnが１単位変化すればｙはｂｎ変化することを意味する 

(それぞれその他の独立変数の値が不変として) 

bxay  独立変数が一つ＝単回帰分析 

独立変数が複数＝重回帰分析 
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区分 

成績 

Ｙ 

（点） 

出席率 

Ｘ１ 

（％） 

入試成績2 

（点） 

Ａ 65 75 70 

Ｂ 70 65 70 

Ｃ 90 90 85 

Ｄ 70 65 80 

Ｅ 75 75 80 

Ｆ 85 90 85 

Ｇ 90 90 90 

Ｈ 85 75 80 

Ｉ 75 80 75 

Ｊ 60 55 70 

Ｋ 55 65 40 

Ｌ 70 80 75 

Ｍ 75 70 70 

Ｎ 90 90 95 

Ｏ 80 85 80 

 

重回帰分析の実際 

独立変数＝出席率、入試成績      

仮説：「成績は講義への出席率、入試成績によって決定される」 

従属変数＝成績 
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21 468.0471.0794.3 XXY 

計算結果をもとに重回帰式を整理すると、 

これってほとんどゼロじゃないの？ 

この係数に意味があるの？ 

たとえばＸ１の係数が0.01となった時に、講義への出席率が１％上がれば、
成績は0.01点高くなると言ってよいのだろうか？ 

（係数に意味があるのだろうか） 

しかし、問題は残る。たとえば、 
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21 468.0471.0794.3 XXY 
（0.44） （3.26） （3.67） 

t値⇒個々の独立変数の係数（偏回帰係数）を検証するもの 

帰無仮説 「偏回帰係数＝０」を検定 

Ｆ値⇒回帰方程式全体を検証するためのもの 

        →複数の独立変数を全体として一括して検証 

 帰無仮説「Y=0」を検定 
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点数 

学習時間 

学習時間×bay 

独立変数＝学習時間      従属変数＝点数 

仮説： 

しかし、決定係数が高くない 

ダミー変数⇒質的変数（名義尺度、順序尺度）を回帰分析に用いるための手法 

ダミー変数（dummy variable） 



8 

・・

・

・ ・

・

・

・

・

・

・・

・
・・

・
・

・

北校区 

南校区 

点数 

学習時間 

校区も独立変数では
ないだろうか 

独立変数＝学習時間、校区      従属変数＝点数 

仮説： 
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校区をダミー変数（北校区＝１、南校区＝０）として回帰分析を行う 

点数 

校区学習時間  21 bbay

2b

南校区＝０ 

北校区＝１ 

a 学習時間 
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入力＝ゼロ・サム方式で入力 

 

例： 男＝１、女＝０  （もちろん男＝０、女＝１でもよい） 

   白人＝１、非白人＝０ （もちろん逆も可、以下同） 

   都市部＝１、農村部＝０ 

   保守＝１、革新＝０ 

   大卒以上＝１、高卒以下＝０ 

    

ダミー変数の入力 

質的変数の例 ： 性別（男、女） 

           人種（white, African America, Asian,Hispanic…） 

           都市（都市部、農村部） 

           政党（conservative, liberal） 

                             学歴（大卒以上、高卒以下）などなど 
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区分 

成績 

Ｙ 

（点） 

出席率 

Ｘ１ 

（％） 

入試成績 

X２（点） 

教科書購入

の有無 Ｘ3 

性別 

Ｘ４ 

Ａ 65 75 70 無 男 

Ｂ 70 65 70 有 男 

Ｃ 90 90 85 有 女 

Ｄ 70 65 80 有 男 

Ｅ 75 75 80 有 男 

Ｆ 85 90 85 有 女 

Ｇ 90 90 90 有 女 

Ｈ 85 75 80 有 女 

Ｉ 75 80 75 有 女 

Ｊ 60 55 70 無 男 

Ｋ 55 65 40 無 男 

Ｌ 70 80 75 無 男 

Ｍ 75 70 70 有 女 

Ｎ 90 90 95 有 女 

Ｏ 80 85 80 有 男 

 

独立変数＝出席率、入試成績、教科書購入、性別      

仮説： 

従属変数＝成績 

① SPSSによる重回帰分析 
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4321 03.569.531.035.091.23 XXXXY 

（3.21） （-2.53） （2.52） （3.34） （3.48） 

自由度修正済み決定係数 adj R2=0.94 

F値＝51.96 

得られた結果をどのように解釈するのか？ 

① 係数の大きさを比べる 

    （どの独立変数を操作したほうが従属変数への効果が大きいか？） 

②      ？ 


